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主　な　内　容



○
箱
根
町
立
宮
城
野
保
育
園
条

例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定

　神
奈
川
県
に
お
い
て
国
家
戦

略
特
別
区
域
法
に
規
定
す
る
国

家
戦
略
特
別
区
域
限
定
保
育
士

事
業
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
箱
根
町
立
宮
城
野
保
育
園
に

置
く
保
育
士
に
国
家
戦
略
特
別

区
域
限
定
保
育
士
を
加
え
る
と

と
も
に
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
所
等
に
置
く
職
員
及
び
職

員
の
資
格
の
基
準
に
つ
い
て
国

家
戦
略
特
別
区
域
限
定
保
育
士

を
加
え
る
た
め
現
行
条
例
の
一

部
を
改
正
し
ま
し
た
。

○
平
成
27
年
度
箱
根
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
4
号
）

　歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
２
億

760
万
8000
円
を
追
加
し
、
総
額
を

95
億
579
万
2000
円
と
す
る
こ
と
に

可
決
し
ま
し
た
。

○
平
成
27
年
度
箱
根
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
2
号
）

　歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
3200
万

円
を
追
加
し
、
総
額
を
18
億
6955

万
6000
円
と
す
る
こ
と
に
可
決
し

ま
し
た
。

○
平
成
27
年
度
箱
根
町
育
英
奨

学
金
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

1
号
）

　歳
出
の
貸
付
金
の
減
額
及
び

一
般
会
計
繰
出
金
追
加（
同
額
）

を
行
う
こ
と
に
可
決
し
ま
し
た
。

○
箱
根
町
観
光
施
設
指
定
管
理

者
の
指
定

　総
務
企
画
観
光
常
任
委
員
会

に
会
期
中
の
付
託
と
な
り
審
査

し
た
結
果
条
例
案
の
と
お
り
株

式
会
社
箱
根
観
光
施
設
を
指
定

管
理
者
と
し
て
指
定
し
ま
し
た
。

　以
下
の
議
案
に
つ
い
て
も
案

の
と
お
り
指
定
し
ま
し
た
。

○
箱
根
町
集
会
所
指
定
管
理
者

の
指
定

　湯
本
仲
町
集
会
所

―
湯
本
仲
町
自
治
会

　芦
之
湯
集
会
所

―
芦
之
湯
自
治
会

　大
平
台
集
会
所

―
大
平
台
自
治
会

　箱
根
集
会
所

　
　―
箱
根
集
会
所

管
理
運
営
委
員
会

　山
崎
集
会
所

―
山
崎
自
治
会

　元
箱
根
集
会
所

 

○
箱
根
町
議
会
委
員
会
条
例
の

一
部
改
正

　「
町
民
に
開
か
れ
た
議
会
」

の
実
現
に
向
け
委
員
会
時
の
傍

聴
取
扱
い
に
つ
い
て
改
正
し
ま

し
た
。

○
活
火
山
防
災
対
策
の
強
化
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出

　活
火
山
防
災
対
策
の
充
実
強

化
の
た
め
意
見
書
を
提
出
し
ま

し
た
。

○
箱
根
町
町
税
条
例
の
一
部
改

正
　11
月
臨
時
会
に
お
い
て
付
託

と
な
っ
た
固
定
資
産
税
の
超
過

課
税
に
つ
い
て
町
側
が
議
案
を

取
り
下
げ
、
新
た
な
税
率
で
上

程
し
た
議
案
で
す
。

（
P
４
関
連
記
事
）

　
　―
元
箱
根
集
会
所

管
理
運
営
委
員
会

○
箱
根
町
弥
坂
湯
指
定
管
理
者

の
指
定

　
　
　
　弥
坂
湯
管
理
委
員
会

○
箱
根
町
宮
城
野
温
泉
会
館
指

定
管
理
者
の
指
定

　宮
城
野
温
泉
会
館

管
理
運
営
委
員
会

○
箱
根
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

や
ま
な
み
荘
指
定
管
理
者
の
指

定
　一
般
社
団
法
人

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

○
箱
根
町
駐
車
場
指
定
管
理
者

の
指
定

　箱
根
町
宮
ノ
下
駐
車

―
箱
根
宮
ノ
下
観
光
協
会

　八
丁
駐
車
場

―
元
箱
根
観
光
協
会

○
仙
石
原
公
園
い
こ
い
の
家
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　一
般
社
団
法
人

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

○
箱
根
町
宮
城
野
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て

宮
城
野
木
賀
観
光
協
会

議
会
議
事
案
件

指
定
管
理
者
の
指
定

補
正
予
算

条

　
　
例

○
箱
根
町
長
期
継
続
契
約
を
締

結
す
る
こ
と
が
で
き
る
契
約
を

定
め
る
条
例
の
制
定

　具
体
的
な
契
約
の
範
囲
に
つ

い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
た

め
現
行
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

○
箱
根
町
の
議
会
議
員
そ
の
他

非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補

償
等
に
関
す
る
条
例
及
び
箱
根

町
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償

条
例
の
一
部
改
正

　被
用
者
年
金
制
度
一
元
化
等

を
図
る
た
め
厚
生
年
金
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
公
布

さ
れ
そ
の
一
部
が
施
行
さ
れ
た

こ
と
に
よ
る
規
定
の
整
備
を
行

う
た
め
現
行
条
例
の
一
部
を
改

正
し
ま
し
た
。

○
箱
根
町
町
税
条
例
の
一
部
改

正
　現
下
の
経
済
状
況
等
を
踏
ま

え
デ
フ
レ
脱
却
と
経
済
再
生
の

観
点
か
ら
猶
予
制
度
の
見
直
し

等
の
納
税
環
境
の
整
備
等
を
行

う
た
め
の
地
方
税
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
が
公
布
施
行

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
現
行
条
例

の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

　町議会12月定例会は、12月１日～17日の17日の会期で開催され、条例の制定、改正のほか一般質
問を行いました。

12月定例会
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12月定例会

議　案　等

議案ごとの審議結果

※　記号の説明　　可：原案可決　　○：賛成　　×：反対
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○○○○

×

○○

×

○○○○○

箱根町の議会議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関
する条例及び箱根町消防団員等公務災害補償条例の一部を改
正する条例の制定について

可 ○○○○○○○○○○○○○

箱根町駐車場指定管理者の指定について

仙石原公園いこいの家指定管理者の指定について

箱根町宮城野テニスコート指定管理者の指定について

箱根町議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について

活火山防災対策の強化を求める意見書の提出について

箱根町町税条例の一部を改正する条例の制定について

平成27年度箱根町一般会計補正予算（第4号）

平成27年度箱根町国民健康保険特別会計補正予算（第2号)

平成27年度箱根町育英奨学金特別会計補正予算（第1号）

箱根町観光施設指定管理者の指定について

箱根町集会所指定管理者の指定について

箱根町弥坂湯指定管理者の指定について

箱根町宮城野温泉会館指定管理者の指定について

箱根町町税条例の一部を改正する条例の制定について

箱根町長期継続契約を締結することができる契約を定める条
例の制定について

箱根町立宮城野保育園条例等の一部を改正する条例の制定に
ついて

箱根町老人福祉センターやまなみ荘指定管理者の指定につい
て

議会だより　はこね（3）　平成28年3月 第183号



　この特別委員会は平成27年３月定例会において設置し４月より行財政改革のため会議を行いまし
た。歳入部会、歳出部会に分かれ歳出削減と新たな財源の創出を研究いたしました。
　また議会だよりでもお伝えしましたが湯河原町で行っている都市計画税や熱海市の別荘等所有税
を研究するための視察を行いました。町内公共施設の視察も行いました。

　

　11月臨時会において固定資産税の超過課税が提案されました。提案された税率は1.68%です。本
特別委員会に付託し、税率の引き下げを目指し、今まで研究してきた内容をもとに会議を開きまし
た。12月定例会会期中においても審査を行い、その中で町に対し委員会の意見を提示しました。
　委員会の意見としては、超過課税は避けられないものの事業の削減や廃止等また各種使用料等の
見直しによって税率は1.58程度には削減できるというものです。
　町はそれを受け、検討した結果、議案を取り下げ、新たな議案として固定資産税の税率を1.58と
したものです。議会は多少の反対意見はありましたが原案のとおり議決しました。
　しかしながら当然予算が足りませんので各種の負担増や事業の削減が必要になります。現在開催
中であります箱根町議会３月定例会では、それらを踏まえた形で平成28年度予算案が上程されてお
り、大変重要な審議となっています。みなさんぜひ傍聴にいらしてください。

行財政改革調査特別委員会

行財政改革調査特別委員会

議会だより　はこね第183号 平成28年3月　（4）



総務企画観光常任委員会

　
当
委
員
会
に
お
い
て
は
、
指

定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て
は
12

月
定
例
会
に
多
く
の
指
定
が
上

程
さ
れ
ま
し
た
。
な
か
で
も
、

箱
根
の
代
表
的
な
観
光
ス
ポ
ッ

ト
の
一
つ
で
あ
る
仙
石
原
の
箱

根
湿
生
花
園
に
お
け
る
案
件
に

つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
議
が
な

さ
れ
ま
し
た
。
新
た
に
指
定
さ

れ
る
業
者
の
業
務
実
績
等
の
審

査
を
会
期
中
に
行
い
ま
し
た
。

な
か
な
か
特
殊
な
案
件
で
も
あ

り
委
員
会
と
し
て
も
町
当
局
に

対
し
て
率
直
に
意
見
を
伝
え
ま

し
た
。

　
ま
た
、
今
後
、
さ
ら
に
様
々

な
町
が
管
理
す
る
建
物
等
が
指

定
管
理
者
制
度
を
利
用
し
、
業

務
委
託
な
ど
様
々
な
ケ
ー
ス
が

想
定
さ
れ
る
こ
と
に
勘
案
し
て
、

閉
会
中
の
１
月
に
は
、＜

指
定

管
理
者
制
度
の
指
定
手
続
き
の

全
般
的
な
流
れ＞

と
題
し
て
、

町
側
か
ら
財
務
課
長
に
出
席
を

求
め
て
の
調
査
研
究
会
を
開
き

ま
し
た
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
町
の
財

産
を
有
効
に
使
わ
れ
る
よ
う
な

手
段
を
町
民
の
目
線
に
た
ち
な

が
ら
議
論
を
さ
ら
に
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

委
員
長
　
山
田
　
成
宣

教育福祉環境常任委員会

　
当
常
任
委
員
会
で
は
南
足
柄

市
と
箱
根
町
仙
石
原
を
つ
な
ぐ

明
神
林
道
黒
白
林
道
の
視
察
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
林
道
は
、

今
後
、
南
箱
道
路
と
し
て
整
備

さ
れ
て
い
く
も
の
で
す
が
現
在

は
県
や
警
察
の
許
可
が
な
い
と

通
行
が
出
来
な
い
道
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
許
可
を
頂
き

通
行
し
現
地
視
察
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
そ
の
後
、
町
浄
水
セ

ン
タ
ー
（
仙
石
原
）
に
て
イ
ノ

シ
シ
の
は
こ
罠
の
設
置
状
況
を

確
認
し
ま
し
た
。

委
員
長
　
勝
俣
　
剛
一

議会だより　はこね（5）　平成28年3月 第183号



　
従
来
よ
り
懸
案
と
な
っ

て
い
る
公
共
施
設
の
見
直

し
危
機
的
財
政
状
況
の
至
急
実

施
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
か

　
施
設
配
置
に
つ
い
て
喫

緊
の
問
題
と
捉
え
実
施
に

つ
い
て
指
示
す
る

　
宮
城
野
保
育
園
建
て
替

え
に
つ
い
て
も
少
子
化
が

進
ん
で
お
り
ほ
か
の
施
設
有
効

利
用
を
図
り
実
施
時
期
延
長
を

図
る
こ
と
考
え
ら
れ
な
い
か

　
建
築
51
年
経
過
老
朽
化

が
進
ん
で
お
り
改
修
は
難

し
い
。
さ
く
ら
館
、
温
泉
幼
児

学
園
利
用
、
ま
た
仙
石
原
・
湯

本
幼
児
学
園
振
り
分
け
に
関
し

て
も
現
在
の
規
程
の
諸
条
件
で

は
閉
鎖
、
平
成
28
年
に
向
け
実

施
の
意
向

　
平
成
27
年
度
施
政
方
針

に
お
い
て
宮
城
野
保
育
園

建
て
替
え
、
高
校
通
学
費
補
助

見
直
し
、
新
税
導
入
と
重
要
案

件
が
短
期
間
で
提
起
さ
れ
、
町

長
は
住
民
参
加
を
基
本
に
進
め

問問問 答答

て
い
る
と
回
答
、
重
要
案
件
の
進
め
方

は
ス
ピ
ー
ド
感
は
あ
っ
て
も
懇
切
丁
寧

な
説
明
、
ま
た
説
明
期
間
の
み
じ
か
さ

を
考
え
る
と
住
民
不
在
の
行
政
運
営
と

し
か
考
え
ら
れ
な
い
協
働
と
い
う
言
葉

か
ら
住
民
と
の
距
離
が
開
く
ば
か
り
町

の
考
え
を
伺
う
。

　
住
民
と
は
合
意
形
成
の
も
と
進

め
て
い
る
が
周
知
不
足
は
反
省
し

て
い
る
。

　
大
涌
谷
地
域
で
現
在
も
稼
働
出

来
な
い
企
業
に
措
置
で
き
な
い
か

　
休
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

事
業
所
に
対
し
還
付
と
い
う
形
で

減
額
を
指
示
す
る
。
（
固
定
資
産
税
）

　12月定例会では、町政全般へ６人の議員が11項目にわたる一般質問を
行いました。なお、質問者及び質問項目は、下の表のとおりです。掲載
にあたっては紙面の都合上、質問内容、回答共に抜粋し、編集したもの
となっておりますので、ご了承ください。

町
の
考
え
方
を
問
う
！

一一

般般

質質

問問

質問者

石川　　栄

村野由紀子

折橋　尚道

川端　祥介

勝俣　剛一

山田　和江

ページ

６

７

７

８

８

９

質問項目

・財源不足に対する考え方について       

・箱根町の廃棄物対策について    

・箱根町の下水道事業について       

・宮ノ下地区公共施設利活用事業について    

・温泉幼稚園の魅力と教育力の向上について       

・箱根町の入湯税について    

・町総合保健福祉センター｢さくら館｣の免震ゴムについて 

・本庁舎駐車場について    

・町民アンケートについて    

・箱根町の財政問題と大涌谷対策について    

・新斎場の建設について

問答 答

石
川
栄
議
員

町の重要案件に住民と行政に温度差がある
町 ― 箱根町自治基本条例に基づき住民とのギャップを解消したい

議会だより　はこね第183号 平成28年3月　（6）



案
さ
れ
て
い
る
、
施
設
の
複
合
施
設
化

を
検
討
し
て
し
っ
か
り
と
位
置
付
け
て

い
き
た
い
。

　
園
児
数
減
少
は
深
刻
な
状
態
で

あ
る
。
原
因
と
し
て
保
育
内
容
や

通
園
条
件
が
悪
い
こ
と
が
原
因
と
考
え

る
。
学
校
統
廃
合
後
、
教
育
内
容
向
上

と
保
育
条
件
の
格
差
是
正
の
し
て
こ
な

い
こ
と
が
原
因
で
は
な
い
か
。

　
幼
児
教
育
過
程
を
基
に
し
て
い

る
の
で
、
各
園
で
の
格
差
は
生
じ

て
い
な
い
。
子
育
て
支
援
制
度
を
本
年

よ
り
実
施
し
、
預
か
り
保
育
を
朝
７
時

30
分
か
ら
夕
方
17
時
30
分
ま
で
延
長
。

預
か
り
保
育
料
を
上
限
４
千
円
と
す
る

減
免
や
小
学
校
３
年
生
ま
で
6
年
間
の

枠
に
２
人
以
上
の
園
児
が
家
庭
に
い
る

場
合
、
２
子
以
上
の
保
育
料
を
無
料
と

す
る
制
度
を
適
用
。
給
食
の
援
助
と
し

て
、
デ
リ
バ
リ
ー
弁
当
を
週
１
〜
２
回

程
度
導
入
す
る
。

問答

　
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
金
3
億
6
千
万

円
の
ほ
と
ん
ど
が
、
公
債

費
に
充
て
ら
れ
て
い
る
と

い
う
事
で
す
が
、
町
民
の

方
々
か
ら
「
費
用
が
か
か

り
過
ぎ
る
」「
浄
化
槽
で
は

だ
め
な
の
か
」
と
い
う
声

が
多
く
あ
り
ま
す
が
、
町

の
考
え
を
伺
う

　
環
境
汚
染
の
な
い

生
活
を
送
る
た
め
に

は
、
必
要
不
可
欠
な
事
業

で
す
。
下
水
道
は
、
下
水

処
理
場
で
高
度
な
水
処
理

が
行
わ
れ
る
。
浄
化
槽
は
、

汚
水
が
十
分
浄
化
さ
れ
な

い
ま
ま
放
流
さ
れ
る
お
そ

れ
が
あ
る
な
ど
町
と
し
て

は
、
下
水
道
を
推
薦
し
て

い
る
。

問答

　
下
水
道
の
目
的
は
、
自
然
を
守

る
こ
と
で
す
。
合
併
処
理
浄
化
槽

も
か
な
り
進
化
を
し
て
い
ま
す
。
浄
化

槽
を
う
ま
く
活
用
し
な
が
ら
新
し
い
計

画
を
策
定
で
き
な
い
か
？

　
幸
い
に
も
現
在
、
国
が
未
整
備

地
区
に
つ
い
て
早
急
に
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
を
立
て
て
整
備
を
進
め
れ
ば

補
助
金
を
与
え
る
と
の
方
針
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
そ
の
中
で
下
水
道
で
い
っ

た
ら
い
い
の
か
、
合
併
浄
化
槽
の
方
が

効
率
的
で
あ
る
か
な
ど
、
慎
重
に
検
討

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問答

折
橋
尚
道
議
員

公共下水道について費用がかかり過ぎる、
　　　　　　　　　　　浄化槽ではだめなのか
町 ― 慎重に検討を進める

村
野
由
紀
子
議
員

公共下水道について
　　　　　　　　　　　浄化槽ではだめなのか
町

村
野
由
紀
子
議
員

宮ノ下地区公共施設利活用事業並びに
　　温泉幼稚園の魅力と教育力の向上について
町 ― 懇話会の意見を計画に盛り込む、また、各園の格差は生じていない

　
温
泉
出
張
所
・
公

民
館
、
消
防
団
第
５

分
団
第
１
部
詰
所
、
箱
根

宮
ノ
下
観
光
案
内
所
３
施

設
は
、
平
成
35
年
ま
で
に

耐
用
年
数
が
尽
き
る
。
そ

こ
で
、
施
設
統
合
す
る
考

え
方
が
望
ま
し
い
と
の
意

見
が
あ
る
。
こ
の
考
え
は
、

今
後
の
公
共
施
設
再
編
計

画
や
総
合
計
画
の
中
に
反

映
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　
町
公
共
施
設
を
維

持
す
る
に
は
、
今
後

毎
年
10
億
円
程
度
の
経
費

が
必
要
と
な
る
。
経
費
抑

制
す
る
に
は
、
延
べ
床
面

積
で
３
割
程
度
を
削
減
が

必
要
と
な
る
。
そ
こ
で
、

先
に
宮
ノ
下
地
区
公
共
施

設
利
活
用
事
業
の
住
民
懇

話
会
を
モ
デ
ル
事
業
と
し
、

懇
話
会
の
意
見
を
策
定
中

の
再
編
計
画
に
盛
り
込
む

こ
と
を
考
え
て
い
る
。
提

問

折
橋
尚
道
議
員

宮ノ下地区公共施設利活用事業並びに
　　温泉幼稚園の魅力と教育力の向上について
町

答

議会だより　はこね（7）　平成28年3月 第183号



勝
俣
剛
一
議
員

さくら館免震ゴムの早急な交換を質す
町 ― 免震ゴムを遅くても来年には30基すべて交換して頂けます。

行政に思いを伝える町民アンケートの重要性について
町 ― 多くの点を留意しながら業務にあたっていく

川
端
祥
介
議
員

　
町
民
の
意
見
を
聴
く
手

段
と
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等

の
実
施
が
行
わ
れ
て
い
る
。
し

か
し
回
答
率
の
低
さ
を
感
じ
る

行
政
に
と
っ
て
貴
重
な
情
報
源

で
あ
り
大
い
に
参
考
に
す
べ
き

と
思
い
ま
す
が
回
答
率
ア
ッ
プ

の
対
策
等
に
つ
い
て
お
尋
ね
い

た
し
ま
す
。

　
昨
年
実
施
し
た
第
６
次

総
合
計
画
の
回
答
率
は
３

０
．
７
％
地
域
福
祉
計
画
に
伴

う
回
答
率
は
35
．
1
％
で
あ
り

統
計
学
的
に
は
有
効
回
答
率
が

30
％
を
超
え
れ
ば
そ
の
結
果
は

信
頼
で
き
る
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
。

　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象

に
し
た
保
健
福
祉
計
画
・
介
護

保
険
事
業
計
画
改
定
の
回
答
率

は
61
％
と
非
常
に
高
い
結
果
が

出
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
状
況

を
踏
ま
え
若
い
世
代
へ
の
配
付

数
を
増
や
し
幅
広
い
世
代
の
意

見
を
聴
取
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

答 問

　
新
た
な
財
源
確
保
の
た
め
町
が

提
案
し
た
固
定
資
産
税
超
過
課
税

の
導
入
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は

　
回
答
率
は
22
．
3
％
で
あ
り
結

果
と
し
て
低
い
率
で
あ
っ
た
と
残

念
に
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら

直
接
意
見
を
書
き
込
ん
で
い
た
だ
い
た

回
答
が
310
件
含
ま
れ
こ
れ
は
大
変
参
考

に
な
り
ま
し
た
。

　
H
P
で
ア
ン
ケ
ー
ト
の
自
由
記

述
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
実
に
147
件
の
要
望
や
疑
問
が
寄
せ

ら
れ
て
お
り
ま
し
た
が
今
後
ど
の
よ
う

に
対
処
さ
れ
る
の
か
。

　
今
後
の
行
政
に
町
民
か
ら
の
意

見
を
取
り
入
れ
コ
メ
ン
ト
さ
れ
た

多
く
の
点
を
留
意
し
な
が
ら
業
務
に
あ

た
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
箱
根
町
総
合
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
さ
く
ら
館
の
不

正
免
震
ゴ
ム
問
題
に
関
し
て
伺

い
ま
す
。
不
適
合
な
免
震
ゴ
ム

製
品
を
使
用
し
て
い
る
当
町
の

さ
く
ら
館
は
温
水
プ
ー
ル
も
設

置
し
て
い
ま
す
。
施
設
全
体
へ

の
耐
震
問
題
が
心
配
で
あ
り
、

早
期
に
安
全
な
規
格
の
整
っ
た

免
震
ゴ
ム
に
交
換
し
て
い
く
必

要
を
感
じ
ま
す
。

　
さ
く
ら
館
を
使
用
す
る
全
て

の
住
民
、
観
光
客
が
安
心
し
て

使
用
出
来
る
様
早
急
の
交
換
が

必
要
と
思
う
が
お
伺
い
い
た
し

ま
す
。　

現
在
使
用
し
て
い
る
免

震
ゴ
ム
は
安
全
面
で
は
震

度
６
〜
７
程
度
の
地
震
に
対
し

て
は
倒
壊
す
る
恐
れ
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。

　
国
土
交
通
省
の
示
す
条
件
が

整
え
ば
、
交
換
改
修
製
品
の
製

造
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、

第
三
者
機
関
の
検
査
結
果
に
問

題
が
無
け
れ
ば
再
生
産
可
能
と

な
り
ま
す
。

問答

　
新
製
品
を
交
換
す
る
作
業
に
早
急
に

着
手
し
て
も
ら
う
よ
う
関
係
者
に
従
前

よ
り
要
望
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
は
工
期
1
年
間
で
施

行
さ
れ
ま
す
。
遅
く
と
も
来
年
中
に
は

工
事
に
着
手
し
て
も
ら
い
30
基
す
べ
て

交
換
し
て
頂
く
よ
う
強
く
要
望
し
て
ま

い
り
た
い
。

　
更
に
交
換
施
行
中
の
さ
く
ら
館
の
運

営
を
中
止
し
な
い
よ
う
併
せ
て
要
望
し

て
ま
い
り
ま
す
。

問答問答
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交
付
税
算
定
に
含
め
る
様
働
き
か
け
て

い
き
た
い

　
粘
り
強
く
算
定
に
入
れ
て
も
ら

う
と
い
う
こ
と
を
や
り
つ
つ
国
に

対
し
て
新
た
に「
国
民
保
養
地
交
付
金
」

を
設
置
し
て
も
ら
い
負
担
軽
減
を
す
る

こ
と
に
つ
い
て
ど
う
か
ん
が
え
て
い
る

か

　
な
か
な
か
難
し
い
と
思
う
が
一

つ
の
提
案
と
し
て
考
え
る
。

　
大
涌
谷
の
問
題
で
痛
手
を
受
け

て
い
る
事
業
者
等
に
支
援
基
金
を

国
に
要
求
す
べ
き
だ
。

　
本
町
の
場
合
は
具
体
的
な
被
害

が
発
生
し
て
い
な
い
の
で
御
嶽
山

の
場
合
と
状
況
は
違
う

　
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
22
人
の
方
か

ら
火
山
性
ガ
ス
に
対
す
る
不
安
の

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
大
涌

谷
噴
煙
地
周
辺
は
樹
木
が
ほ
と
ん
ど
枯

れ
た
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
崩
落
の
危

険
は
な
い
か
。

　
火
山
ガ
ス
の
観
測
、
避
難
安
全

対
策
を
検
討
す
る
。
関
係
機
関
に

整
備
を
要
請
し
土
砂
災
害
に
備
え
て
い

き
た
い

問答問答問答

山
田
和
江
議
員

地方交付税の算定にごみ処理等の数値を反映させる運動を地方交付税の算定にごみ処理等の数値を
　　　　　　　　　　　　　反映させる運動を
町 ― 粘り強く働きかけていきたい

　
共
産
党
が
行
っ
た

「
暮
ら
し
と
営
業
の

支
援
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
」
で
は
大
涌
谷
の
活
発

化
に
よ
っ
て
収
入
が
ゼ
ロ
、

九
割
減
等
激
減
し
解
雇
や

資
金
繰
り
で
自
殺
を
考
え

た
、
う
つ
に
な
っ
た
等
大

変
深
刻
な
実
態
に
な
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
と
き

に
町
は
固
定
資
産
税
の
20

％
引
き
上
げ
を
提
案
し
て

い
る
。
財
政
難
の
一
つ
の

要
因
に
観
光
地
の
超
過
負

担
の
問
題
が
あ
る
。
こ
れ

を
機
会
に
町
固
有
の
課
題

で
あ
る
負
担
軽
減
に
取
り

組
み
地
方
交
付
税
の
基
礎

で
あ
る
基
準
財
政
需
要
額

に
ご
み
処
理
等
の
数
値
を

反
映
さ
せ
る
運
動
が
必
要

だ
。

　
県
や
国
会
議
員
の

力
を
借
り
な
が
ら
粘

り
強
く
国
に
観
光
需
要
を

問

山
田
和
江
議
員

地方交付税の算定にごみ処理等の数値を
　　　　　　　　　　　　　反映させる運動を
町

答

昨年度実施しました議会報告会を来年度も実施いたします。

開催時期：平成２８年度春を予定（今年度は平成２７年６月開催）
内　　容：平成２８年度予算審議について（平成２８年３月定例会）
詳細が決まりましたら改めて報告いたします。

お問い合わせは議会事務局までお願いいたします。

写真は平成２７年６月２６日開催の様子です。

議会報告会について

議会だより　はこね（9）　平成28年3月 第183号



議会活動報告　｢大涌谷視察と現在の状況｣

　箱根町議会では昨年末に大涌谷の現状の視察を実施しました。
　噴気孔が増えた分、蒸気、火山ガスの発生が多くなっておりますが
大涌谷再開に向け、多々活動をしております。

議会の大涌谷視察

大涌谷再開に向け、多々活動をしております。

平成２７年１１月の
噴気

今回の火山活動の噴気孔

営業の再開準備のロープウェイの試運転
（早雲山～大涌谷間）

新しい噴気孔より水蒸気が噴出する

１月下旬の噴気状況
、

水蒸気と硫黄煙が確
認できます

議会だより　はこね第183号 平成28年3月　（10）



議会改革等推進特別委員会

小
学
生
の
議
会
傍
聴

湯
本
幼
児
学
園
、
園
児
が

議
会
の
視
察
を
し
ま
し
た

委
員
会
の
傍
聴
手
続
き
も

　
　
　
　簡
略
化
し
ま
し
た

　
平
成
二
十
七
年
十
二
月
議
会
に
お
い
て
、
箱
根
町
委
員

会
条
例
を
改
正
し
て
、
傍
聴
希
望
者
の
誰
も
が
本
議
会
と

同
様
に
、
簡
単
な
手
続
き
だ
け
で
、
委
員
長
の
許
可
を
受

け
な
く
て
も
入
室
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
委
員
長
の
許
可
が
出
る
ま
で
、
廊
下
で
待
機

し
て
い
る
必
要
性
が
な
く
な
り
、
傍
聴
希
望
の
す
べ
て
の

人
が
、
委
員
会
開
始
前
か
ら
入
室
し
て
着
席
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
表
紙
の
写
真
と
同
様
に
、
湯
本
幼
児
学
園
の
４
歳

児
の
お
友
達
が
、
職
場
見
学
と
し
て
、
議
会
を
訪
問

し
て
く
れ
ま
し
た
。
議
場
を
見
学
し
た
後
に
、
モ
ニ

タ
ー
も
か
ね
て
新
し
く
設
置
し
た
K
I
D
S
コ
ー
ナ

ー
の
使
い
心
地
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
使
い

心
地
な
ど
聞
い
て
、
今
後
の
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
の
運

用
に
役
立
て
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
社
会
科
の
事
業
の
一
環
と
し
て
、
町
内
の
３
小
学

６
年
生
が
、
箱
根
の
森
小
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を

利
用
し
て
、
３
月
定
例
会
本
会
議
の
様
子
を
傍
聴
し

ま
す
。
こ
れ
は
、
議
会
改
革
等
推
進
特
別
委
員
会
と

教
育
委
員
会
が
、
一
年
間
か
け
準
備
し
て
き
た
も
の

で
す
。
こ
の
た
め
に
幾
つ
か
の
条
例
や
規
則
等
の
改

正
も
行
い
ま
し
た
。
選
挙
権
も
次
回
参
議
院
選
挙
よ

り
18
歳
に
な
り
ま
す
。
早
く
か
ら
生
の
議
会
傍
聴
を

経
験
し
て
、
政
治
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
。

委
員
長
　
折
橋
　
尚
道

行財政調査特別委員会の様子、町民の生活にかかわる議案が
話し合われていましたので、関心も高く多くの方が傍聴いた
しました。
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　春
近
し
と
い
え
ど
ま
だ
寒
い

日
が
続
き
ま
す
。
今
年
は
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
大
流
行
や
例
年

よ
り
早
く
飛
散
す
る
と
い
わ
れ

て
い
る
花
粉
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご

用
心
く
だ
さ
い
。

　議
会
だ
よ
り
は
27
年
度
最
後

の
発
刊
と
な
り
ま
す
が
「
町
民

の
皆
様
に
ど
の
よ
う
に
読
ま
れ

受
け
取
ら
れ
て
い
る
の
か
」
改

め
て
議
会
だ
よ
り
の
必
要
性
に

つ
い
て
委
員
会
で
論
じ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　議
会
の
「
今
」、そ
し
て
今
後

の
議
会
改
革
や
財
政
改
革
等
、

分
か
り
易
く
お
届
け
す
る
こ
と

が
使
命
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

ぜ
ひ
と
も
関
心
を
持
っ
て
今
ま

で
以
上
に
ご
講
読
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
勝
俣
剛
一

　記
）

編 

集 

後 

記

広
報
広
聴
委
員
会

　委
　員
　長

　稲
葉
親
太
郎

　副
委
員
長

　勝
俣

　剛
一

　委

　
　員

　村
野
由
紀
子

　委

　
　員

　川
口

　延
明

　委

　
　員

　山
田

　成
宣

　委

　
　員

　折
橋

　尚
道

議会だよりモニターを募集します!!

１．設置の目的について
　箱根町議会広報広聴委員会が企画編集し、箱根町議会が発行する議会だよりの企画及び編
集に際し、読者である町民皆様の視点に立ち広くご意見並びにご要望を拝聴致し、より良い
内容の構築を目指して箱根町議会だよりモニターを設置することとしました。

２．モニターの職務について
ⅰ．発行された議会だよりに関して、ご意見並びにご提案をお願いします。
ⅱ．地域の情報をご提供をお願いします。
ⅲ．アンケート調査等にご協力をお願いします。

３．定数及び任期について
ⅰ．モニターの定数は５人以内とし、任期は２年です。
　　ただし、再任を妨げません。

４．募集及び委嘱について
ⅰ．モニターは、原則として公募によるもののほか、委員会の推薦する方とします。
ⅱ．モニターに応募できる者及び委員会の推薦する者は、次の各号に該当する方とします。
　ａ．箱根町内に住所を有し、かつ、年齢が満１８歳以上の方。
　ｂ．議会活動に深い関心を持ち、かつ、公正な社会見識を有する方。
　ｃ．箱根町職員でない方。
ⅲ．モニターの選考にあたっては、議長及び委員会が行い、年齢や性別及び地域等を考慮し
　　て、広く町民皆様全体の意向を代表する構成となるよう努めます。

お問い合わせ　議会事務局　電話８５－９５７０

いっしょに議会だよりを作りましょう。
ご応募お待ちしております。
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